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集落排水の施設診断に， 

国費１００％の定額補助を活用してみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当窓口：技術支援課        

電 話：０８２－５０２－７４７３ 

生活に身近な施設の健康診断（機能診断調査） 
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Ｈ24 年度末の 

県内の処理施設数は， 

86 処理施設です。 

 

平成 31 年には， 

86 処理施設のうち， 

ほぼ半数の施設が， 

20 年経過します。 

半数の施設が 20年以上経過 

 
地区ごとに，状態は異なります。また，地区内の施設(機器)ごとにも，状態は異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

先ずは，現況の把握が第一歩です。 

マンホール蓋の腐食 機械設備の発錆・腐食 絶縁抵抗値の異常 コンクリートの腐食 

機 能 診 断 

調 査 
 

事 前 調 査 現 地 調 査 詳 細 調 査 

機 能 診 断 

評 価 
 

劣化要因の推定 性能指標値・健全度の判定 対象施設のグルーピング 

機能保全 

対策工法検討 
 

劣化進行の予測 機能保全対策工法の選定 実施シナリオの作成 

機能保全コスト 

の算定比較 
 

施設別の機能保全コスト算出 全施設の機能保全コスト算出 

計 画 

の作成 
 

施設ごとの機能保全計画の作成 最適整備構想の策定 

最適整備構想策定の範囲 

機能診断調査の範囲 

定額補助は，「事前調査」（管路は補助区間のみ）と「現地調査費」

です。 

管路の非補助区間の「事前調査」や「詳細調査」を実施する場合

には，別途予算が必要となります。 

詳しくは，下記担当窓口へお尋ねください。 

● 農山漁村地域整備交付金【農業集落排水施設のストックマネジメント】 


